
第３回デジタル化検討会 次第

１ 開会

２ 県からの説明

３ ワークショップ
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4 閉会

休 憩

 ワークショップ

チーバくん



【2024.8月時点】プロトタイプの機能案について
〇プロトタイプの基礎的なコンセプトは、「多様な関係者間の情報共有」や「相談記録等の作成」を行う
ことができるクラウド上のシステム【基本機能】
 〇これまでのデジタル検討会での協議で、業務フロー全体としての効果的なデジタル化を進めるために
は「会議運営」「統計処理」「相談対応」を効率・円滑化できる機能の追加が必要との意見が得られた。
【＋α機能】

基本機能＋α機能の搭載により、①業務フロー全体の効率・円滑化、②支援機関内もしくは関係機関との調整・共
有が必要なあらゆる場面で、必要に応じて、適宜情報共有を行うことのできるシステムを実現
※支援会議以外の部分は現行制度上、本人同意を取った上で共有を行う

■基本機能案

■＋α機能案（検討会で出されたニーズ）

①過去事例検索機能【相談対応の円滑化】 ➁統計機能【統計処理の効率化】
③社会資源の検索、共有【相談対応の円滑化】 ④アセスメント進捗管理【相談対応の円滑化】
⑤チャット機能【会議運営等の効率化】 ⑥スケジュール調整【会議運営等の効率化】 等

第２回検討会後の現時点の想定機能（現場のニーズに基づく）※多機関協働事業を対象
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①世帯情報などを記載した共通フォーマットによる記録作成
➁ ①の情報に基づく関係機関への情報共有
③エコマップ、ジェノグラムの生成機能



┗プロトタイプ：試作品（フォーマットも含めて整理をしながら、実際に試作品を作り、ユーザーが操作し、その使い勝手がわかるようにするもので、ユーザーの意見を反映させたもの）

参考 TYPES事業要件[※国募集要項から抜粋]
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